
















所外共同研究者 春木 孝之 富山大学学術研究部都市デザイン学系 准教授 
所外共同研究者 吉田 泰彦 富山大学工学部 学部生 
研 究 統 括 者 門脇 真 病態制御研究部門消化管生理学分野 教授 















































所外共同研究者 春木 孝之 富山大学学術研究部都市デザイン学系 准教授 
所外共同研究者 吉田 泰彦 富山大学工学部 学部生 
研 究 統 括 者 門脇 真 病態制御研究部門消化管生理学分野 教授 












































































DNB解析により、 T細胞の活性化にいたる過程の2 hにおいて以下に示す2つの範囲の波長が、6 hにお
いても2つの範囲の波長が、「ゆらいでいる」ラマンピークとして検出された（表1）。 
 
表 1. DNB 解析により検出されたラマンピーク波長 
2 h 6 h 
920-964 cm-1 1010-1013 cm-1 
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